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新潟県警察大学生少年サポーター

・３地区に別れて活動

※新潟地区２３名・５大学

・各サポートセンター職員や
各署の警察官等と活動

・３６名在籍（R4.8.1時点）
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ＳＮＳに起因する子供の性被害等防止のための

サイバーパトロール活動

①サイバーパトロール（Twitter）

不適切な書き込みを検索・発見

性被害等につながるおそれのある
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②注意喚起・警告メッセージの投稿

警察の方と一緒に

メッセージ送信
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令和４年８月８日の実施状況

※毎月１回、継続実施予定
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学校におけるネットトラブル防止教室

活動紹介

2

小学校でのネットトラブル防止教室

警察の方と一緒に講話を実施

「大学生の視点から気をつけて欲しいこと」
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ネットトラブル防止の啓発チラシの配布

イベント会場や駅における啓発チラシの配布

子どもだけでなく
保護者や地域の方にも啓発
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おわりに

活動に参加して（感想と今後の展望）

・活動を定期的に
繰り返すことが効果的

・ネットの危険性を
伝えていくことが重要

ご清聴ありがとうございました♪


